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 　Lehr und Lenz（2012）によれば，ドイツにおいて高齢者問題への対応として高齢者組織が
設立されたのは，1958年の自助組織「晩年運動」（Lebensabend-Bewegung: LAB） 2） が最初であ
り，これはその後の高齢者施策へ一定の影響を及ぼしたが  3） ，そうした動きを受けつつ，政治
活動を担わない，高齢者支援のための組織として1962年に設立されたのが，KDA（Kuratorium 






































































い  9） 。その点については，KDA担当者も課題として認識している様子であった。 





















































フェーズでは，①4つの世代を一つの屋根に  13） ，②様々な世代へ広がる提供，③重点としての保育，
④あらゆる支援者による協力，⑤現場に即した情報・サービスのターンテーブル，⑥地域経済へ
の組み込み，⑦オープンな出会いという成功コンセプト，の7つが目指される成果として掲げら
























































































































































































































るが  25） ，地域組織を基盤に高齢者の社会参加を展開してきた我が国においては，こうした「地域
性」は本来的な要素であった。近年我が国においてはむしろ，ボランティア組織やNPOといっ
た地域性を持たない組織による活動を重視する方向が志向されてきたが，それも次第にコミュニ


















 1）  2010年のドイツの高齢化率は20.8％で先進国では日本に次ぐ水準である。また合計特殊出生率は，2013
年の時点で1.40で，1.43の日本と近い水準であり，先進国の中では最も低いグループに入る。 
 2）  現在もLABは存続し，組織として各地で活動を展開しており，頭文字から「Lange Aktiv Bleiben」を目標に，
後で見る「出会いの場」（Begegnungsstätte）の一つに位置づけられうるものとなっている。 
 3） 例えば，LABの運動を通じて，鉄道の高齢者割引や「高齢世代の日」（Tag der älteren Generation）の制
定などにつながった。Vgl. Lehr und Lenz (2012, 237). 





















 12） これにはウルズラ・フォン・デア・ライエン（Ursula von der Leyen）現ドイツ国防相が関わって
いる。2003年にニーダーザクセン州社会・婦人・家族・保健相に就任した彼女が「多世代の家」
（Multigenerationenhaus）の設置をスタートさせ，その後2005年に連邦家族・高齢者・婦人・青少年相に
就任したことで，連邦政府の政策として実施されるようになった。Vgl. Eckhard (2008). 
 13） 4つの世代とは「子供と青年」「成人」「50代・60代のヤングオールド」「高年齢者」である。 
 14） 以上については，BFSFJ（2011） 
 15） ドイツでは，介護保険サービスの提供を始めとした福祉供給主体としてカリタスのような民間福祉団体
（freie Wohlfahrtspflege）が大きな役割を果たしている。 















 20） インタビュー当日は月に1度の集会の日であり，10名ほどの住民からお話を伺った。 
 21）  平成 27年 3月時点。なお，会員数は 6,061,681人である。Vgl全国老人クラブ連合会HP http://www.
zenrouren.com/siryou/member27.html 
 22）  例えば，ケルン市にあるKSG（Kölner Seniorengemeinschaft für Sport und Freizeitgestaltung e. V.）は，
高齢者のスポーツと趣味の活動の機会を提供するフェラインである。会員制であり，むしろ日本の老人
クラブに近い形態である。 







 25） 例えばアメリカにおいても，「Ageing in Place」という理念が唱えられ「高齢期に最期まで住み慣れた地
域で暮らしていく」ことが重視されていることは注目に値する。 
 26）  近年の地域包括ケアや介護保険における新地域支援事業の展開などにおいて，NPOなどが重要な要素と
して位置づけられていることを見れば明らかであろう。 
 27）  今回の調査において，日本の老人クラブに関する情報提供は，ドイツの研究者に大きな関心を呼び，「大
きな刺激になった」とも言われた。相互の研究交流は今後さらに重要になると思われる。 
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